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リアルとは
• 「現実」の⼆つの次元：actuality と reality

• 「be」 の⼆つの次元：「在る」（述語）と「である」（繋辞 copula）

• 「存在はリアルな述語ではない」（カント）

• 「 アクチュアリティーは何の結果も⽣まず，何物も⽣産しない．リアリティーはそれ⾃
⾝以外の⽬的をもたない（フェイクとの違い）．」（アーレント）

核融合炉研究のリアル：

”There is a hope of fusion energy”（actuality）   客観的で有⽤な真実（reality）

「X is possible/impossible, relevant/irrelevant, rational/irrational  ・・・ 」                 



核融合炉研究の actuality / reality
• 時間軸の上で

Carbon neutral 2050，核融合炉開発ロードマップ，前倒し？

• 地政学的な平⾯の上で
経済安全保障，インテグリティ，⼈材確保

• 産業構造の上で
ステークホルダー，サプライチェーン，ベンチャー

• 学術の地平の上で
Singularity? Fusion constant  30年？ 村？ ⼈材育成，イノベーション



核融合科学のパラダイム転換
• 学術界からの要請：学術としてのリアル

• 「核融合という夢がある」→「〇〇現象の原理は▽▽である」
• 核融合科学の「分節化」「定式化」→ 学際化
• 学術研究としての中⻑期ビジョン → 未来の学術振興構想（学術会議）「プラズマ物理の

学際的展開̶集団現象の理解に向けて」

• 核融合エネルギー実現に向けた社会の期待：核融合技術のリアル
• 「〇〇のアイデアがある」→「〇〇は▽▽の解決策である」
• ステークホルダーのインセンティブは？
• イノベーションの担い⼿は？

• パラダイム転換
• 学術＝多様な選択肢 alternative のリアルは？
• 装置・⽅式の「パラメタ競争」 → 装置・⽅式を超えた⼀般性の理解
• パラダイム＝活⽤表： 装置・⽅式の⼀覧表 → 学術テーマの⼀覧表



核融合炉開発戦略における学術研究の役割

Plan A

Plan B

Plan C

複数案が競争的に並走し，主案に困難が生じたときには副案が代替する．

技術開発の “alternative”  モデル

これまでの核融合開発戦略

Plan A

Plan B

Plan C

複数案を並走させることは経済的に困難であり，成熟度の同期がとれない．一本槍とならざるを
えない主案（デファクトスタンダード）の不確実性を学術研究の知がサポートする．

学術研究が生む多様な
選択肢が開発の鍵

学術と技術開発の二元協働モデル

これからの核融合開発戦略

→ 学術研究の成果：一般性

→ 学術研究の成果：一般性



ダイナミクスの科学

揺らぎ・乱流の科学

気候変動
温暖化

代謝
動的平衡

創発性
階層分⼦化学

宇宙の階層構造
磁場の起源

乱流ミキシン
グ

揺らぎの定理

物質科学
流体物理

統計物理

宇宙・天体物理
社会科学

⽣命科学

流体物理
トポロジカル
ダイナミクス

核融合科学

「ユニット」が掲げる学術的テーマの軸に沿った共同研究及び⼈材の⽔平移動を実現

地球科学

マクロ経済
エージェントモデル

システムの科学

（例）「メタ階層ダイナミクス」ユニットでは
乱流という核融合の問題に取り組みつつ
物質科学や流体物理といった分野との
連携を⽬指す．

ユニット︓ 分野連携の軸 → 11次元のパラダイム



核融合の「未解決問題」を「学術的に定式化」し「学際的な共同研究体制」を構築して取り組む．

ユニット体制による学際的共同研究の推進



Ellipse model of aufheben   strategy of expanding dimension 

（input  → output）
physics knowledge → fusion energy    

challenge of fusion  → frontier of science

Reverse input/output




